
副市長レビュー（春）調書 

1 部局名 
（課名） 

産業部 （産業振興課・企業立地推進課）

2協議事項
（案件名） 

サプライチェーンの再構築（生産拠点の国内回帰、多元化等）への対応

3 背景・現状
（現状把握できる

統計数値など）

 本市においては、平成 25年度より「海外ビジネス展開支援事業」を実施し、
海外需要を取り込み、国内事業の活性化を図ろうとする意欲的な中小企業を積

極的に支援してきた。

 海外進出により海外の需要を獲得し、利益の増加につなげる企業が多く存在す
る一方で、現地における経営環境の悪化等により、現地法人の撤退・縮小を検

討する企業もある。

 世界的な新型コロナウイルスの感染拡大により、企業のサプライチェーンの脆
弱性が顕在化しており、特定国に依存しない強靭なサプライチェーンの構築が

必要である。

 国においては、R2年度補正予算（R2.4月）により、「海外サプライチェーン多
元化等支援事業」や「サプライチェーン対策のための国内投資促進事業費補助

金」を実施。

4 検討経過・
課題 

 経団連会長からは「全面的な国内移管は困難」との意見があるものの、日経新
聞のアンケートによると国内に工場を持つ企業の 7割がサプライチェーンを見
直すと回答があった。

 本市においてもニーズを掘り起こし、海外事業を含めた BCPの策定・見直しを
支援することは、地域企業にとって有効である。

 海外需要の取り込みは重要であるため、浜松市に拠点を有しつつ、海外への販
路を拡大させる企業の取組みに対して積極的に支援を実施する。

5-1 方向性の
提案（目指
すべき姿）

① 国内外の強靭なサプライチェーンの構築支援 

② 海外販路開拓支援事業の拡充

5-2 上記の方
向性決定

に向け議

論する事

項（妥当性、
必要性、有効

性など）

下記事業について実施を検討する。

① 国内外の強靭なサプライチェーンの構築

 海外事業再編及び BCPセミナーを開催
 海外⇒国内へサプライチェーンの見直しを検討する企業に対しては、代替
生産先等のマッチングを実施

 企業立地支援事業費補助金等を活用し、市内への企業誘致を推進
② 海外販路開拓支援事業の拡充

 海外販路開拓講座の開催
内容：越境 Eコマース、デジタル広告の活用等

 （仮称）越境 EC販路開拓支援事業費補助金の創設を検討

6 結果 

■提案どおり進める 

□サマーレビューで審議 

□提案内容を一部見直して進める 

□再度、調査研究等を行い検討 

□その他

具体的内容 

7 その他 


